
参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 17 - 1 - 10

　　津波により壊滅的な被害を受けた閖上地区のコミニュ二ティの再生を目指し、ふるさとの

　良さを再認識し、誇れる郷土として意識を喚起していくため、閖上の地域資源再発見事業等

　に取り組んでいく。

　に、コミュニティの外にいる客観的な視点を持つ学生との協働により掘り起こしに取り組

　んでいく。この地域文化（地域資源）を活用して、従来の住民はもとより地区外の人々に

　も閖上地区に足を運んでいただき、交流人口を増やし、地域文化に魅力を感じてもらうこ

　とにより移住促進につなげていくものである。具体的には、閖上の魅力について聞き取り

　し、ふるさとへの思いを喚起するとともに、それを聞いた学生が魅力と感じる点をクロー

　めのツールとして活用を図っていく。これらの調査には、専門的な知見の活用も欠かせな

　いことから、専門家のアドバイスのもと、学生を主体として調査・研究を進めていくもの

　である。

平成２４年度においては、閖上の味たこやきコンテスト、閖上の地域資源掘り起しの

ワーキング等に取り組んだ経過があり、平成２５年度においては、前年度の成果を踏まえ、

閖上地区の地域資源を掘り起し、地域に足を運んでいただくための仕掛けについてさらに

調査・研究を深めていく。

本事業の委託先は、平成２４年度に引き続き、地元尚絅学院大学の学生等で構成する

名取旅興し講とする。

【平成25年度】

　閖上共同体再生・地域資源再発見等事業委託料　４，７００千円

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　ズアップし成果として取りまとめ、従前住民の回帰と新住民に選択されるまちを目指すた

　　閖上の地域文化（人々の何げない生活習慣、ことばなど）を資源として再発見するため

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 閖上共同体再生・地域資源再発見事業


